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昭和4年6月10日
「J.A.R.L.ニウス」
No.1
創刊号は謄写版印
刷で発行

※ この特集記事は掲載当時の元号（昭和）で表記しています。また周波数単位や
官庁，団体，企業名なども原則として掲載当時の名称に準拠しています。

昭和16年12月 
「日本アマチュア無
線連盟報」第96号
この号を最後に発
行を停止

昭和48年10月1日 
「JARL NEWS」 
1973年10月号
雑誌形式の第1号。
以後は月1回発行

昭和6年12月10日 
「JARL NEWS」 
第22号
この号から活版印刷に
なった

昭和27年9月 
「JARL NEWS」
第136号
同 年7月のアマ
チュア無線再開
を伝える

昭和38年2月7日 
「JARL NEWS」 
第257号
新聞化が図られ，毎
月3回発行

　JARL NEWSは昭和 4年 6月に「J.A.R.L. ニウス」

の名称で創刊されました。昭和 6年 12 月からは活版

印刷になり，その題字デザインは現在まで受け継がれ

ています。日中戦争中の昭和 16年 5月には名称を「日

本アマチュア無線連盟報」に変更。しかし真珠湾攻撃

が起きた同年 12 月，第 96 号を最後に発行を停止し

ました。

　戦後は昭和 21 年創刊の CQ誌に掲載が始まり，昭

和 27 年からは謄写版印刷の JARL NEWSが発行さ

れ，昭和 29 年 8月まで続きました（一時は活版印刷）。

その後はCQハムラジオ誌に JARL NEWSを掲載し，

別刷りを会員に配布する形式が昭和 38 年 4 月までお

こなわれました。

　そして昭和 38 年 4 月から昭和 48 年 9 月まで月 3

回発行の新聞形式となり，昭和 48 年 9 月から月 1回

発行の雑誌形式（現在は年 4回発行）となりました。

JARL とアマチュア無線の情報源として月 3回発行
発展の礎となった時代をバックナンバーで振り返る

JARL NEWSのあゆみ

昭和38年2月7日
（257号）
タブロイド判の
第1号 昭和48年8月27日

（第625号）
タブロイド判の
最終号

1963（昭和38）年2月から1973（昭和48）年8月までの10年半にわたり，
「JARL NEWS」はタブロイド判の新聞形式で月3回（7日，17日，27日）発
行され，アマチュア無線に関する速報メディアとして会員の皆さまにご愛
読いただきました。今年はJARL創立95周年となる年であり，近づく100
周年を前に，当時のバックナンバーから，発展の礎となった1960～1970
年代のアマチュア無線の模様を振り返ります。

タブロイド判「JARL NEWS」で見る
1960～1970年代のアマチュア無線



56 WINTER  2021

　昭和 40 年代（1965 年～）は，JARLの新しい事業

や会員サービス，アマチュア無線界の新たな動向への

取り組みが始まった時期でもありました。昭和 41 年

にスタートした養成課程講習会はハムを目指す方への

門戸を大きく開くものとなりました。

　また 7Mc 帯拡大キャンペーンに合わせた侵入電波

調査はアマチュア無線家の結束を示す結果となりまし

た（7MHz 帯は約 39 年後の 2009 年 3 月，100kHz の

拡大が実現し 7000 ～ 7200kHz になりました）。

昭和41年1月17日（第360号）
法改正で実現した，JARLによるアマチュア無線技士の養成
課程講習会が3月から開始に。電話級標準コースの受講時
間は法規・工学合計で40時間，受講料は2,000円だった

昭和41年10月27日（第388号）
JARL中央局「JA1RL」が3.5Mc帯と7Mc帯で毎週1回発射して
いた標識電波の案内。VFOの周波数校正などに利用された

昭和40年8月7日（第345号）
電波監理審議会が，アマチュア無線技士の養成課程講習会
制度の実施に向け，聴聞会を開催することになったという
ニュース。JARLは良識あるハムを育成する具体策を示した

昭和41年10月27日（第388号）
JARLで4局目となる50Mc帯マーカー局「JA9IGY」開設を伝える
ニュース。この後も各エリアに設置がおこなわれた

タブロイド判「JARL NEWS」の紙面で見る
昭和40年代 JARLのトピック
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昭和42年5月27日（第408号）
連盟旗と支部旗には大阪府の大石正浩氏の作品が入選。連盟歌は佳作3点が決
まったが採用には至らなかった

昭和46年9月17日（第560号）
この年の8月下旬から新規入会者に会員証の発行を開始。
現会員には継続会費支払い時に発行すると告知

昭和44年11月7日（第494号）
会員数が4万人に迫り，これまで人力でおこなっていた会員管理
（会費，機関紙発送）にコンピュータを初導入。全会員に資格や局
免許の有効期限を尋ねる実態調査を実施した

昭和42年2月7日（第397号）
「みんなで作ろうJARLの象徴」として連盟旗のデザインと連盟歌の歌詞を募集。
旗は20作，歌は13作の応募があった

昭和43年3月17日（第436号）
入選したデザインをベースにしたJARL支部旗が決定
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昭和45年8月27日（第522号）
混雑する7Mc帯（ 当時は7000～7100kcの
100kc幅）の拡大実現のため，ハムの結束を呼
び掛ける内容。数回にわたって7Mc特集が掲
載された

昭和46年2月7日（第538号）
7Mcバンド内の侵入電波（外国の放送波など）実態調査のた
め，1月18日22時から翌朝5時まで日本のハムが一斉に停波。
測定は大成功を収めた

昭和47年11月17日（第601号）▲
アマチュア無線による永年の社会的貢献が認めら
れ，JARL元会長の梶井謙一氏（JA1FG）がハム界
初の叙勲（勲四等旭日小綬章）の栄誉に輝いた

昭和46年3月27日 
（第543号）
混信防止と周波数有効利用のため
「VHF・UHFアマチュアバンドの使
用区分」を策定，40kc間隔のFMチャ
ンネルとチャンネル番号とともに同
年9月からの実施が決まった

昭和45年9月7日（第523号）▶ 
「7メガサイクルのうつりかわり」と題して，7Mc
バンドの歴史と欧米の状況をリポート。昭和32
年12月から35年3月末までおこなわれた7150kc
までのバンド拡張を再び求めた
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　JARLは戦後のアマチュア無線再開当初から，バン

ド拡大に向けて努力を重ねてきました。昭和 39 年に

はそれまで単一周波数（スポット）の割り当てだった

435Mc が 430 ～ 440Mc の 10Mc 幅になったほか，

160m バンドで初めて 1880kc のスポット割り当て（期

間限定，1アマのみ）を獲得。その後は徐々にバンド

が拡張していきました。またオスカー 6号による衛星

通信の成功，SSTV の免許など，アマチュア無線界

の発展を印象づけるニュースもありました。

◀ 昭和39年1月27日（第291号）
同年1月16日付けの官報で，アマチュア業務に430～440Mc（固
定局運用のみ）の割り当てが決定（これ以前は昭和35年7月に
435Mcの単一周波数のみ許可されていた）。ATVへの期待が広
がった

▲昭和39年4月
17日（第299号）
JARLの13年越
しの努力が実り，
同 年4月4日 付
け で 初 め て
1.8Mc（1880kc
のスポット割り
当て，1アマのみ）
が期間限定で許
可された

昭和48年4月27
日（第613号）
同年4月10日付け
で，申請中の24局
に対してSSTVの
免許が初めて発給
されたことを速報

昭和47年11月17日（第601号）
同年10月16日に米国でアマチュア衛星「オスカー6号」が打ち上げに。
搭載された2m→10mの中継器を使ってJAのハム同士が初の衛星経由
の交信に成功した

新バンド開放，新モード許可…
発展するアマチュア無線界
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　戦後，米国の統治下にあった小笠原諸島と沖縄の返

還，大阪万博や札幌オリンピックの開催など，社会の

大きな動きに対し，JARLは機敏に対応していきまし

た。また，アマチュア無線がテレビ番組で取り上げら

れる機会が増え，アマチュア無線のラジオ番組が毎週

放送されるなど，一般の方に「ハム」の理解が深まる

きっかけが多くなったのもこの時期の特徴と言えるで

しょう。

昭和40年12月27日/41年1月7日 
（第359号）
NHK教育テレビで1月から3か月間，アマ
チュア無線の技能講座が放送されることを
発表。左下には「アマ無線，また人命救助 
盲腸炎の少女を救う」という記事も

昭和39年3月27日（第297号）▲
日本短波放送が毎週日曜日に放送していたアマチュア
無線番組「僕らのクラブステーション」の広告

昭和39年3月17日（第296号）▶ 
同年4月に開局する民放テレビ局「東京12
チャンネル」が，ハムを主人公にした連続
ドラマ「ハローCQ」（羽仁 進監督，岩波映
画制作）をゴールデンタイムに放送

「アンカバ白書」も掲載

　タブロイド判の JARL NEWSにはユニークな記
事も多数掲載されました。第 303 号には「アンカ
バ白書」と題し，関東電波監理局が公表した不法
アマチュア局（免許を受けずに運用など）のデー
タを公開。摘発された 391 局のうち学生が 77%を
占め，うち 83%が高校生であるというデータを掲
載し注目を集めました。

昭和39年5月27日（第303号）「アンカバ白書」に掲載された，
不法アマチュア局の年齢・学年別分布（昭和38年の関東電
波監理局資料より）

「ハム」への理解が深まるきっかけに
社会の動きとアマチュア無線
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昭和40年7月17日 
（第343号）
南極観測が恒久的におこなわれるように
なったことから，JARLは南極にクラブス
テーションを設置するように関係方面と折
衝を開始。これまでは参加する隊員が8J1
プリフィックスの個人局を開設する形式
だった

小笠原DXペディション「JD1YAB」
のQSLカード

昭和40年9月27日（第350号）
JARLの要望が実を結び，昭和基
地に社団局の設置が正式決定。
「コールサインは8J1RLに決まる
模様」と伝えている。運用は昭
和41年からスタート

昭和44年9月17日（第489号）▶ 
同年8月24日に東京港を出発，8月27
日～9月1日に父島でJD1YABを運用し，
9月4日に東京港へ帰着。92カントリー
約5,000局との交信に成功した

昭和44年7月7日（第482号）
昭和43年6月26日に小笠原諸島が
日本に返還され，翌年5月にARRL
が南鳥島と小笠原諸島を2つの新カ
ントリーとして認めたことから，
JARLが「第10回オールアジアコン
テスト」に合わせて父島へDXペディ
ションを実施すると発表した
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昭和45年2月17日（第503号）
同年3月15日から半年間，大阪で「日
本万国博覧会」が開かれることになっ
た。JARLは設置場所等の問題から会場
内の記念局設置を断念していたが，開
幕2か月前になってサンフランシスコ市
館からアマチュア局の開設依頼があり，
同館内への記念局設置が決定した

昭和46年9月27日（第561号）
昭和47年2月3日から10日間，北
海道札幌市で「第11回オリンピッ
ク冬季競技大会（札幌オリンピッ
ク）」が開催。これを記念したJARL
局「JA8IOC」が昭和46年9月1日
から運用をスタートした

昭和45年10月7日（第526号）▶ 
サンフランシスコ市 館に設 置した
「JA3XPO」の運用は大成功，およそ
36,000局と交信する成果を収めて無事
終了した

昭和47年6月7日（第585号）▶ 
昭和47年5月15日から沖縄の
ハムが「JR6」プリフィックス
で運用を始めた話題と，本土
の局が沖縄県内で運用する場
合の手続きを説明した

昭和47年3月20日（第578号）▲
昭和47年5月15日に沖縄が日本に返還。「KR8」で運用してい
た沖縄のハムに新プリフィックス「JR6」の発給が決定。復帰記
念コンテストの開催も決まった
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